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１　施策の評価指標
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2　指標等の推移

※【評価】　○；目標達成　△；目標をほぼ達成（－5％）　×；目標を未達成

施策マネジメントシート
（令和６年度目標達成度評価）

シート１ 施策22：公共交通の充実
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3　施策の現状・住民意見等
①施策の現状（第１期基本計画策定当初）と今後の状況変化

②この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

４　施策の評価
①施策の振り返り（経営方針の達成度等）

●レターバス全便において、土日ダイヤを新規で設定した。

施策マネジメントシート
（令和６年度目標達成度評価）

シート２ 施策22：公共交通の充実

①【「合志市地域公共交通計画」に基づき市コミュニティバスの利便性、効率化を図り、引き続き地域公共
交通協議会において持続可能なコミュニティ交通のあり方を検討します。】については、コミュニティ交通
の着実な運行のため、車両管理を含めた年間運行実施計画に基づき、運行事業者と状況に応じ随時協議を行
いました。また、地域公共交通のマスタープランとして令和6年3月に策定した「合志市地域公共交通計
画」を基に、地域公共交通協議会において路線、ダイヤ、利用者負担、ルート再編など、利便性の向上や効
率化について協議を重ねました。

② 【コミュニティ交通路線の乗り換えを活かした利用案内や利用促進の周知啓発を行い、コミュニティバ
ス利用率の向上に努めます。】については、ガイドブック、マイ時刻表によるルート、ダイヤ、乗り換えの
案内周知とあわせて、地域の高齢者団体の活動の場に訪問し、バス停の乗車位置案内、路線ごとの主な目的
地紹介、マイ時刻表の配布など、地域の目的に応じた利用案内を行い利用率の向上を図りました。

（令和6年度（令和5年度振り返り）の施策評価における議会意見）
●レターバスの本数を増やして利便性を図ること。
●近隣市町村（熊本市、菊陽、大津）や民間業者と、しっかり連携して更なる公共交通の充実に努めるこ
と。
●コミュニティバスの利便性向上にむけた取り組みを継続すること。

（令和6年度（令和5年度振り返り）の施策評価における総合政策審議会意見）
●公共交通の利便性の強化に努めること。
●ターゲット・地域性を考慮して公共交通を再編すること。
●コミュニティバスの周知方法と利用促進策を検討すること。

令和６年度経営方針からの振り返りは以下のとおりです。



②施策の課題（令和6年度の施策の振り返りから見る課題）

５　施策の令和６年度結果に対する審査結果
①政策推進本部での指摘事項（施策目標達成度評価結果報告を受けて令和７年７月２３日）

②総合政策審議会での指摘事項（令和7年７月３１日、8月６日のまとめ）

③議会の行政評価における指摘事項（令和７年９月１日）

６　次年度に向けた取り組み方針
〇政策推進本部　令和8年度合志市経営方針（令和7年10月10日）

●電車・路線バスとの乗り継ぎを円滑にすること。
●コミュニティー交通の路線再編を機に、利用者目線に立った視点（目的地までの乗換回数が少ないな
ど）を持ち、利便性の高い公共交通の実現を図ること。
●レターバスや乗り合いタクシーの利便性の向上と利用促進を図ること。

①路線再編後も、市民及び利用者のニーズ調査や利用状況の分析を行い、コミュニティ交通の利用促進に
努めます。
②「合志市地域公共交通計画」を基に、地域公共交通協議会において、コミュニティ交通の利便性の向上
と利用促進の協議を重ねます。
③公共交通の利用方法や運行ダイヤ、料金体系などを利用者に分かりやすく説明することで、利用者の理
解を深め、安全でスムーズな利用を促進します。また、直接利用者の声を聞くことで、サービスの問題点
や改善点を把握し、より良い公共交通サービスの提供につなげていきます。

施策マネジメントシート（令和６年度目標達成度評価） シート3 施策22：公共交通の充実

●本市の域内交通だけでなく、コミュニティバスによるＪＲ豊肥線や熊本電鉄線との乗り継ぎ利便性の確
保が必要です。
●より市民の生活に沿った運行ルートや、運行ダイヤの設定が必要です。
●更なるコミュニティバスの利用促進につながるような仕組みの検討や、周知啓発が必要です。
●持続可能な公共交通の維持が必要です。

●路線再編については利用者に丁寧に説明し、再編後も市民説明会でのご意見や、市民及び利用者のニー
ズ調査を都度行いながら、公共交通網の改善に取組んでいくこと。
●より市民の生活に沿った運行ルートや運行ダイヤの設定に取り組み、コミュニティバスの利用促進につ
ながるような仕組みの検討や周知啓発に取り組むこと。
●本市の域内交通だけでなく、ＪＲや熊本電鉄線との乗り継ぎの利便性確保や熊本都市圏北東部の広域的
な公共交通ネットワーク構築に向け近隣市町村と連携していくこと。

●近隣市町、企業等と連携した公共交通の強化に努めること。
●外国人も利用しやすい環境を整備すること。
●利用者の意見を多く取り入れ、よりよい交通ルートの検討を行うこと。


